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研究成果の概要(和 文):

本研究は,消 費者の廃棄 ・処分 に関わる行動 を消費によるアイデ ンテ ィテ ィ形成 の視点
か ら分析を行った。まず,研 究1と して既存研究の レビューをもとに消費者の廃棄 ・処分

行動を消費者 のアイデンティテ ィ形成の視点か ら理論的に検討 し,消 費者 の廃棄 ・処分過

程おいて消費者はアイデ ンティティ形成意識を要因 として(1)自 己イ メージの転換,(2)新 所

有者 とのアイデ ンティテ ィの共有,(2)独 自の自己イ メージの構築 とい う行動 をとるとこを

明 らかにした。研究2で は,購 買 ・使用時に抱 くアイデンティティ形成意識が,消 費者 の
処分の意思決定の契機 に異なる結果を及ぼす ことを明 らかに した。研究3に おいては,リ

サイクルや寄附になどによる参加型の処分行動 は,消 費によるアイデンティティ形成意識

と深 い関わ りをもつが,消 費者の持つ倹約志向によってその参加意向がことなることを明

らかに した。

の:

This study focuses on disposition behavior and identity formation in consumption 

process. In Studyl, We review about disposition behavior and identity. These study 
suggest that consciousness of identity causes three types of disposition behavior. That 
is 1) Transforming self-image, 2) Sharing identity with new owner, and 3) making 
self-image with uniqueness. In Study 2, Consumer are interested in making own 
Identity during buying or having product. The differences of this consciousness affects 
momentum to them decision making of disposition. In Study 3, Intention of 

participation for participate based disposition behavior is affected by combination of 
consciousness of identity formation and frugal.
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1.研 究 開始 当初の背景

(1)研 究の現代 的背景

今 日の消費者 は資源浪 費の抵抗感 を高 め,

リサイ クル にも積極 的 に取 り組 む よ うにな

った。小売店の不要 品の下取 りや 中古品 ・リ

サイ クル 品の販売店 の登場 な ど,消 費者 の廃

棄 を ビジネ ス と して活用 す る企 業 も登 場 し

てい る。 また,リ サイ クル は地域 コミュニテ

ィの活動 として展 開 され た り,ネ ッ ト・オー

クシ ョンにお いて不要 品が交換 され るな ど,

社 会 にお け るネ ッ トワー クが廃棄 を通 じて

生 まれ ている。

このよ うに今 日の消費者 の廃棄 ・処分行

動 をめ ぐる問題 をみ る と リサイ クルや ユ ー
ズ ド(中 古品)商 品や不要品の下取 りといっ

た側 面 にお い て はフ ァ ッシ ョン性 や デザ イ

ン性 を重視 してい た り,地 域社 会におけ る社

会的活動 をみ る と共感や 「や りがい」が深 く

関わ って いた りと,そ こア イデ ンテ ィテ ィ

(自己の存在価値 の実感)と い う意識 が密 接

に関係 してい る と見 るこ ともできる。

さらに,こ のアイデ ンテ ィテ ィとい う視 点

か ら見 る と,製 品への思い入れが リサイ クル
へ の抵 抗感 を生 み 出 し希 少金 属 を含 む携 帯

電話 な どでは リサイ クル が進 まない とい う

現象 もみ られ る。

(2)本 研究 をめ ぐる既存研究

消費者行動 の研究 にお ける廃棄 ・処分行動

につ いては,購 買一使 用一廃 棄 とい う消費過 程

の一部 に位置づ け られ,廃 棄概念 には,永 久

的廃 棄 のみ な らず使 用 を 中止 した上 での保

管や一時 的な放棄 も含 まれ る。 しか し消費者

の廃 棄1処 分行動 を と りあつ か う既 存研究 は

数少 な く,(1)廃 棄の意思決 定過 程を研 究す る

ものや(Jacobyetal.[1977],Hanson[1980],

MorganandBirtwistle[2009]な ど)(2)廃 棄

行動 とアイ デ ンテ ィテ ィの 関連 を論 じた研

究(Y)ung[1991],McAlexander[1991],Price,

ArnouldandCurasi[2000],Sheltonand

Peters[2006],Price,Arnouldand

Curasi[2000]),(3)消 費 の意 味 を踏 まえた廃

棄 の意 思決 定過 程 を論 じる とい う研 究が 存

在 す る(Roster[2001],Coulterand

Ligas[2003])ま た,(4)フ リーマー ケ ッ トに

よ る廃 棄 を通 じた他 者 と交流 とアイ デ ンテ

ィテ ィや ス トー リーの共 有 を論 じる研 究 な

どが存在す る(CoulterandLigas[2003],

LastocickaandFernandez[2005])が,こ れ

まで の消費 者行 動 は購 買行動 に対 す る関心

が高 く,廃 棄研究 は未 開拓 な分野で ある。

2.研 究の 目的

本研究 では,消 費者 のアイデ ンテ ィテ ィ形

成 とそ の た めの コ ミュニケ ー シ ョン行 動 と
い う理 論 的枠組 み か ら消費者 の廃 棄行 動 を

とらえるこ とを 目的 とす る。そ の理 由の1つ

めに,生 きがいや共感 を求め る社会において

アイ デ ンテ ィテ ィ と コミュニ ケー シ ョン と

い うニー ズ は今 日の消 費 の原 動 力 と して強

い とい うことがあ る。2つ めに,先 に述べた

よ うに,消 費者 の廃棄行動研究 について はま

だまだ数少 ないが,既 に同様 の視点 か らの研

究がな され てお り,本 研究 もこの視点か ら研

究 を進 め るこ とで意 味あ る成果 が得 られ る

ことが期待 できる上に,開 拓 の余地 も充分 に

残 され てい ることがあげ られ る。3つ めに,

消費 とアイデ ンテ ィテ ィに関 して は国外 で

はSirgy[1982]やBelk[1988]を 代表的 として

理論 的な研 究 も進 んでお り,消 費者 間の コ ミ

ュニケー シ ョンについて も,1990年 代以降

イ ンター ネ ッ トの普及 を背 景 に盛 ん に研 究

され てい るな ど(端 緒 的 な もの と して は川

上 ・川 浦 ・池 田 ・古川[1993],國 領 ・田村 ・

森 田[1995],宮 田[1997],池 尾[2003],石 井

[2003],澁 谷[2004])枠 組 み としての理論の

蓄積 が豊 富 であ り理論 的 な分析 が 可能 で あ

る ことがあげ られ る。

具体的 な研究 目的は,以 下の3点 であ る。

(1)研 究1:消 費者 の廃 棄 ・処分行動 における

アイ デ ンテ ィテ ィ形成 に 関す る理論 的体 系

化

消費者 の廃棄 ・処分行動 とアイデ ンテ ィテ

ィ形成 に関す る研究 は,こ れ までそ の数 は少

ないなが らも,い くつか の研究が行 われてい

る。一方 で,そ れが体系的 に整理で きてお ら

ず,本 研究 において消費者の処分行動 を実証

的に明 らかにす る上で,個 別 の既存研究 を体

系的に整 理す る ことを1っ めの 目的 とした。

(2)研 究2:消 費者の アイデ ンテイテイ形成志

向 と廃 棄 ・処分 行動 の意 思決 定

2つ めの研究 目的 として,消 費者 の廃棄 ・

処 分 に かか る意思 決定 へ の影 響 要 因 と して

アイ デ ンテ ィテ ィ形成 志 向の点 か ら分析 を

行 うことを位置 づけた。特 に,消 費者 は製 品

の購 買 と所有,使 用過程 の どの局面 において

アイ デ ンテ ィテ ィ を形 成 しよ うとす る志 向

を もっのか とい うことに着 目し,そ の志 向の

違 いに よって,処 分行動 の意思決定 の契機 が

異 なる ことを明 らかにす る。

(3)研 究3:参 加型の処分行動 にアイデンテ ィ

テ ィ形成意識 と倹約 志向が もた らす影響

3っ めに,近 年盛 んにな されてい る消費者

が地域 での リサイ クル や フ リーマー ケ ッ ト,

またネ ッ ト・オー クシ ョン,寄 附 とい った社

会 貢 献活 動 な どで所有 物 を処分 す る とい っ

た,い わば参加型 の処分行動 に焦点 をあて,

そ の参 加 意欲 を 向上 も しくは抑 制す る要 因

を 明 らかにす るこ とを 目的 と した研 究 を行

った。

3.研 究 の方法

上記,2研 究 の 目的 にお ける研究1～3に 対応

して,以 下の方 法を用 いて研 究を行 った。

(1)消 費者 の廃棄 ・処分行動 にお けるアイデ



ンティティ形成に関する理論的体系化

消費者の廃棄 ・処分行動に関する既存の文

献 レビューを行った。特に,本 研究でとりあ

げる消費者のアイデ ンティティ形成行動 と

と廃棄 ・処分行動に焦点を絞 り,欧 米のジャ
ーナルを中心 とした レビュー研究を行った

。
(2)消費者のアイデンティティ形成志向と廃

棄 ・処分行動の意思決定
研究2で は,ま ず,消 費によるアイデンテ

ィティ形成を巡る先行研究から,消 費による
アイデンティティ形成志向を類型化する。次

に消費者の処分行動 を巡 る研究の レビュー

を行い,消 費者が処分を意思決定する契機 を

明らかにした。そ して,先 行研究に基づく枠

組みから,質 問紙調査を行い,消 費者の処分
行動 の意思決定の契機に差異があることを

探索的に明らかにした。

(3)参加型の処分行動にアイデンティティ形
成意識と倹約志向がもた らす影響

研究3で は,消 費者の処分行動に関わる研
究をレビュー した上で,消 費者の参加型の処

分行動は,消 費によるアイデンティティ形成

意識 との関わ りが深いことを明らかにした。
しかし,そ の参加意欲は消費者が持つ倹約志

向(消 費者が長期的な 目標を達成するために,

節度 のあるモノの獲得 と経済的な製品やサ
ー ビスを上手 くや りくりして利用す る程度

によって示 され る ライ フス タイル の特徴

(Lastovicka[2005])に も影響 されることを

指摘 し,本 研究では消費者のアイデンティテ

ィ形成意識のなかでも購買時のブラン ド志

向と自己の価値観 との一致志 向とい う視点
から2つ の仮説を構築し,質 問紙法による調

査 と分析を行った。

4.研 究 成 果

(1)消 費 者 の 廃 棄 ・処 分 行 動 に お け る ア イ デ

ン テ ィ テ ィ 形 成 に 関 す る 理 論 的 体 系 化

ま ず,消 費 者 の 廃 棄 処 分 に 関 す る1つ の

研 究 と し て,消 費 者 の 廃 棄 ・_処 分 を 巡 る 意

思 決 定 を 捉 え た 研 究 が あ る 。(Jacobyet

a1.[1977],Hanson[1980],Morganand

Birtwistle[2009])こ れ ら は,ア イ デ ン テ ィ

テ ィ に 焦 点 を 絞 っ た も の で は な い が,象 徴 的

消 費 研 究 の 潮 流 に お い て 廃 棄 ・処 分 行 動 と ア

イ デ ン テ ィ テ ィ に 関 す る 研 究 が 存 在 し,

(Young[1991],McAlexander[1991],Price,

ArnouldandCurasi[2000],Sheltonand

Peters[2006],SheltonandPeters[2006],,

Pavia[1993]な ど)以 下 の よ う な 研 究 に 分 類

し た 。

ま ず,図 表1中7.モ ノ を廃 棄 し て 既 存 の 役

割 や 自 己 イ メ ー ジ か ら の 離 脱 を 試 み,廃 棄 後

に 新 た な モ ノ を 購 入 し,新 た な ア イ デ ン テ ィ

テ ィ 形 成 を 実 現 す る た め の 廃 棄 ・処 分 で あ る 。
一 方 で

,図 表1-8.モ ノ を 捨 て る 前 に 儀 式 を す

る こ と で,自 己 に と っ て 大 切 な モ ノ と の 別 れ

の気持 ちを和 らげた り,図 表1-9.写 真 を撮 っ

た りそ の ものを大 事 に保 管 してお くこ とで

形 として残 しアイ デ ンテ ィテ ィ を維 持す る

とい う行 動 が これ ま での研 究 で明 らか に さ

れ てい る。 また図表1-10.モ ノを譲 る ときに

新 た な所 有者 に対 して製 品に対 す る思 い を

伝 えて他者 とアイ デ ンテ ィテ ィ を共 有す る

とい う行動,不 要になった ものを図表1-11.

リメイ ク した り別 のモ ノに転用 す るモ ノ を

身 につけ ることで,そ れ を 自己の独 自のイ メ
ージ とす るとい う行動 であ る。

この よ うな廃棄 ・処分 プロセス を通 じて構

築 され た 自己イメージは,周 囲の友人や知人,

またすれ違 う人々,さ らにはオ ンライ ン空 間

で出会 った人 々か ら,望 ま しい反応 を得た り,

また 自分 自身 で 自己の価 値 の素 晴 ら しさを

自己確 認 す る こ とで人 は 自分 自身 の存在 価

値 を実感す る。す なわちアイデ ンテ ィテ ィを

形成す る。

さらに,こ れ まで取 り組 んできた購 買 ・使

用 時 にお けるアイ デ ンテ ィテ ィ形成 プ ロセ

ス と併せ て,消 費者 の購 買,使 用,廃 棄 ・処

分 過程 にお け るアイデ ンテ ィテ ィ形 成行 動

としてま とめた。

■図表1:消 費過程 にお けるアイデ ンテ ィテ

ィ形成

→[野 圃→[卯 一 レ[㌍
一_自 己イメーシの構築_

1モ ノが持っイメージの自

己への投影

2役 割 ライフスタ

イルに応じた取揃え

3蒐 集(コ レクション)

_自 己イメージの構築

4所 有物のコントロールと

熟練 ・創造 ・知識

5挑 戦的消費と達成感

6愛 着

7廃 棄による既存の役

割 ・自己イメージから

の離脱

10新 所有者ヘモノに

対する思いの伝達

自己イメージの構築

「 ・メイク転用]

幽

↓ ↓ ↓

1オ ・ライ・ ・オ・ライ・空間での・ミ・ニケーシ・ン1

↓

1儲 か・の望… 反応・自・確認1

↓

1ア イデ・テ・テ・の形成 ・繍1
1

(2)消 費者 のア イデ ンテ ィテ ィ形成志 向 と廃

棄 ・処分 行動の意思決 定

研 究2で は消費 によるアイデ ンテ ィテ ィ形

成 に関す る先行研 究の レビュー よ り,消 費者

のアイデ ンテ ィテ ィ形成行動 を4つ の視点 か

ら捉 え直 した。1つ めは,購 買 し所有す る製

品 のイ メー ジを 自己に投影 す る こ とに よる

アイデ ンテ ィテ ィ形成 であ る。2つ めが,(2)

自己の ライ フス タイル と一 貫 した意 味 を も
つ取揃 えに よ るアイデ ンテ ィテ ィ形 成 で あ

り,3つ めに製 品の熟練,創 造,知 識の習得

とい った使 い こな しに よるアイ デ ンテ ィテ

ィ形成,4っ めに過去 の人生経験 を所有物 に

投 影す る こ とに よ るアイデ ンテ ィテ ィ形 成

である。 これ ら4つ の行動 を求 める意識 とし



て4つ のアイデ ンテ ィテ ィ形成 志向 を位 置づ

け,本 研究 の分析枠組み の1つ とした。

さらに,処 分行 動の意思決定 を活性化 す る

契機 をアイ デ ンテ ィテ ィ形成 とい う視 点 か

ら明 らかにす る枠組み を設定す るた め,消 費

者 の処 分行 動 に 関す る研 究 の レビュー を行
い,処 分行動 には永久的 な処分 に加 えて,保

管,転 用,譲 渡,交 換,売 却,貸 与,さ らに

はガ レー ジセ ールやネ ッ ト ・オー クシ ョン,

譲渡,社 会貢献な どもその処分方法 と してあ

げ られ るこ とを明 らかに した。また,研 究(1)

の レビュー と併せ て,製 品の処分を意識 す る

11の 契機 を位 置づ けた。

これ らのアイ デ ンテ ィテ ィ形成 志 向 と処

分 を意 思決 定す る契 機 を質 問紙調 査 によっ

て問い,重 回帰分析 を用いてその差異 を分析

した(図 表2参 照)。 その結果,以 下の よ う

な結 果が得 られた。 まず,(1)自 己イ メージ

と合 致 した購 買 に よるアイデ ンテ ィテ ィ形

成志 向を持っ消費者 は,自 己イメージ との不
一致 や新 たな節 目にモ ノを処分 しよ うとし

,

処 分 しよ う とす るモ ノに価値 を感 じてい な

い こ と,ま た流行 に左右 されず,長 い間モ ノ

を使 用 し続 けよ うとす る とい う傾 向が あ る

とい うこ とを明 らかに した。 次 に,(2)ブ ラ

ン ドのイ メー ジを重視 した購 買を行 い,ア イ

デ ンテ ィテ ィを形成 しよ うとす る志 向 を も

つ消費者 は,流 行 も同時 に意識 し,ま た所有

す るモ ノが安 っ ぽ く感 じた ときにモ ノを処

分 しよ うとす る とい うことが明 らか に なっ

た。 この ことは,ブ ラン ドのイメージに よっ

てアイ デ ンテ ィテ ィを形 成使 用 とす る志 向

を もつ 消費 者 は所有 す るモ ノの経 済 的 な価

値 の高 さを 自己の価 値 と して投影 しよ うと

す るのであ り,処 分はその所有物の価値 を低

く感 じた ときに行 われ,価 値 の低い 自己 との

決別 としての処 分行 動 の意 味 を もっ と考 え

られ る と結論 づ けた。(3)流 行 を意識 した製

品購 買 に よるアイデ ンテ ィテ ィ形 成 を志 向

す る消費者 は,(2)ブ ラ ン ド志 向の消費者 と

類似 した結果 が見 られ たが,異 なったのは新

しい 同種 のモ ノ を購 入 した ときに処分 の意

思決定 が活性化 され る とい う点 である。 この

こ とか ら流行意識 の強 さが,新 製 品の購 買 を

促 し,流 行 か ら遅れた ときは 自己のアイデ ン

テ ィテ ィ形 成 に は寄与 しな い と見 な して 処

分 され る とい う様子 が見て とれ た。(4)製 品
の取揃 え ・コーデ ィネー トに よるアイデ ンテ

ィテ ィ形成志 向をもつ消費者 につい ては,製

品の取揃 え とい う,(1)～(3)で 想定 され るよ

うな単一製 品の購買 とは異 な り,時 間をか け

て取揃 える購 買行動 に よるアイ デ ンテ ィテ

ィ形成 とい うこ とか ら,流 行 やモ ノの新 しさ

とは関連せず,自 己イ メー ジ との不一致や,

ポ ロや 傷み にを契機 として処 分 が決 断 され

る とい うこ とを 明 らか に した。(5)製 品利 用

の熟練 を重視す る消費者 につ いては,次 で述

べ る(6)と 使 用過程 にお けるアイデ ンテ ィテ

ィ形成志 向 とい う点で共通す るよ うに,楽 し

み を 目的 と した フ リー マ ー ケ ッ トや ネ ッ

ト ・オー クシ ョンで の出品の機会 があるのを

契機 に処分 を決 断す る こと,ま た製 品が もっ

イメージ よ りも,自 己のイ メー ジを中心 とし

てアイデ ンテ ィテ ィを形成す る志 向が強 く,

自己イ メー ジの不 一致 に よ り処 分 が行 われ

る こ とを明 らか に した。最 後に,(6)創 造的

消費 に よ るアイデ ンテ ィテ ィ形 成志 向を も

つ消費者 は,流 行や 時代遅れ,ポ ロや傷み と

い った こ とが処分 を決 断す る契機 とはな り

に くく,こ うした消費者 は,ポ ロや傷み も 自

分 で修理 した り,ま た 自分 自身で創意工夫 し

て消費す ることが絶 えず新鮮 味 を生み だ し,

処 分 に繋 が らな い とい うこ とを 明 らかに し

た。

図表2・ アイデンティティ形成志向と処分の

意思決定に関する分析
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(3)参 加型 の処分行 動に アイデ ンテ ィテ ィ形

成意識 と倹約 志向がもた らす影響

研究3で は,仮 説 として 「H1:製品購入 時に

ブ ラン ド志向の強い消費者 は,倹 約志 向が高

ま るほ ど,参 加型処分行動へ の参加意欲 は低

くなる。一方,ブ ラン ド志 向の弱い消費者 は,

倹 約志 向が高 ま る ほ ど参加 型処 分行 動へ の

参加意欲 を高める。」 と 「H2:製品購入時 に 自

己 の価 値観 と一致 したイ メー ジ を もつ製 品

を求め る志向が強い消費者 は,倹 約志 向が高

ま るほ ど,参 加型処分行動へ の参加意欲が高

ま る。一方,自 己の価値観 との一致志 向が低

けれ ば,倹 約志 向の高低 に関わ らず,参 加型

処分行動 への参加意欲 は よ り低 くなる。」の2

つを設 定 した。 また,仮 説 内の参加型の処分

行 動 は,よ り詳細 に(1)リ サイ クルす る活動
への参加 ,地 域 のバ ザー な どで(2)お 互い に

不要 になったモ ノを譲 り合 う活 動へ の参加,



不要品を集め,(3)国 や地域への寄附などの

形で社会貢献に活かす活動への参加 とい う3
つの視点から捉えた。質問紙調査によるデー

タから,H1の 検証のために3っ の参加型処分

行動それぞれを被説明変数 とし,購 買時にお
けるブラン ド志 向と倹約志向を効果要因 と

する二元配置の分散分析を行った。また,仮
説H2の 検証のために,3つ の参加型処分行動

それぞれを被説明変数 とし,購 買時にお ける

自己の価値観 との一致志向 と倹約志向を効

果要因とする二元配置の分散分析を行 った。
その結果,1つ めの仮説からは製品購買時

にブラン ド志向の高い消費者 は倹約志 向が

高まると参加型処分行動への参加 を抑制す
る。一方で,ブ ラン ド志向が低い消費者は倹

約志向が高まると参加型処分行動への参加

が促進 されることが明らかにされた。2つ め

の仮説からは,購 買時に自己の価値観 との一

致を強 く求める消費者は,倹 約志向が高まる

ほど参加型の処分行動への参加意欲は強ま

るが,自 己の価値観 との一致志向が低い場合

は,倹 約志向が高まっても参加型の処分行動
への参加意欲は高ま らない ことを明らかに

した。

■図表3:研 究(3)仮 説H1に 対す る分析結 果

■図表4:研 究(3)仮 説H2に 対す る分析結果
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